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塩竈市教育委員会定例会会議録 
 
◆日 時   令和８年４月２２日(水) 午後２時２９分～午後３時７分 
 
◆場 所   壱番館庁舎３階 教育部会議室 
 
◆出席委員 

教 育 長 黒田  賢一 教育長職務代理者 髙 橋  輝 兆 

委 員 松田  攝子 委 員 菅井  信吉 
 
◆事務局 

教 育 部 長 末 永  量 太 次長兼教育総務課長 櫻 下 真 子 

参事兼学校教育課長 岩 渕 克 洋 生涯学習課長 郷 古  勝 浩 

教育総務課係長 川 﨑 博 宣 教育総務課専門主査 千 葉 彬 智 

教育総務課主査 鈴 木 未 来   
 
 
 
◆定例会次第 

 １ 開会 

 ２ 前回会議録の承認 

 ３ 会議録署名委員の指名 

 

４ 専決処分報告 

① 塩竈市中学校給食食材購入支援補助金交付要綱について 

② 塩竈市小学校学校給食費負担軽減事業補助金交付要綱について 

③ 塩竈市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱について 

④ 塩竈市いじめ防止等対策委員会の委員の委嘱について 

⑤ 塩竈市民交流センター管理規則の一部を改正する規則について 

 

５ その他報告 

① 教育長報告 

 

６ 閉会  



１ 開会 午後２時２９分 

 

２ 前回会議録の承認 

菅井委員から報告、承認 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  髙橋委員と松田委員を指名 

 

４ 専決処分報告 

教育総務課長から、以下のことについて説明 

① 塩竈市中学校給食食材購入支援補助金交付要綱について 

② 塩竈市小学校学校給食費負担軽減事業補助金交付要綱について 

学校教育課長から、以下のことについて説明 

③ 塩竈市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱について 

④ 塩竈市いじめ防止等対策委員会の委員の委嘱について 

生涯学習課長から、以下のことについて説明 

⑤ 塩竈市民交流センター管理規則の一部を改正する規則について 

 

〔主な質疑〕 

 

   髙橋委員  塩竈市小学校学校給食費負担軽減事業補助金について、

国からの補助は、毎月 5,200円が支給されるのか。 

 

   櫻下課長  国の基準年額として、児童一人あたり月額 5,200 円が 11

か月分、年額 57,200円が支給される。 

 

   松田委員  塩竈市民交流センター管理規則の一部を改正する規則に

ついて、「高等学校」の記載を削除した場合、高等学校の

減免割合はどうなるのか。 

 

   郷古課長  改正前は 10割減免であったが、今回の改正で他のスポー

ツ施設と同様に 5割減免となる。 

 

５ その他報告 

①教育長報告 

   教育長から、報告 

 

〔主な質疑〕 

     



菅井委員  部活動の地域展開について、運動系の部活に対する運用

についてはイメージしやすいが、文化系の部活に対する

運用はどのようにしていくのか。種類は豊富なのか。 

 

教 育 長  部活動の受け入れ先として、例えば今年 3月七ヶ浜町で

実施された多賀城地区ジュニアオーケストラや、杉村淳

美術館、塩竈神楽などが地域展開の受け皿になるのでは

と想定している。土日は「部活動」としてではなく「地

域の活動」に参加していこうという趣旨で考え方を切り

替えていきたい。しかしながら参加を強制するものでも

ないため、縛られない形を模索していきたい。 

 

松田委員  部活動の中体連や県大会、全国大会などの既存の仕組み

について、今後どのようにしていくのか。 

 

教 育 長  仕組みの整理はいまだはっきりしていない。塩竈市は後

発地区に当たるため、事例検討が必要。 

 

松田委員  資料中に、PTA総会を開催しないとした学校があるが、

総会の決定事項について、文書などで集約し決定してい

くのか。 

 

岩渕課長  委任状や承諾書などで決定していると確認している。し

かし、一部の学校の PTA活動は任意会費制としているた

め、もしかすると加入率によっては、今後開催しないと

する学校が増える可能性もある。 

 

松田委員  春の交通安全運動に関する活動など、PTA役員または会

員が行っている活動を、PTA入会した人だけで運営して

いくことに疑問を感じている。 

 

岩渕課長  PTA任意加入とした学校では、加入率が 7～8割と留ま

り、PTA会費からイベント時の駐車場警備費の捻出が厳

しい状況に陥っている。今年度は活動費という形で別途

徴収する方向にあると聞いている。その他、卒業時の

PTA記念品についても実施しない学校が増えている。 

 



教 育 長  PTAや交通安全運動に関する活動などの地域活動が減っ

ていくことは、最終的に行政に対する負担増に繋がって

いくと認識している。地域市民のみんなで考えていく問

題である。 

 

６ 閉会 午後３時７分 

 

 

≪会議録署名委員≫ 

 

 

（髙橋委員） 

 

 

（松田委員） 

 


